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回 実施日 テ　ー　マ 授　業　内　容
１ ４月７日 大学基礎演習の目的 科目の実施内容と評価方法など
２ ４月14日 キャリア開発学科で何を学ぶか 学科の教育目標・授業の受け方
３ ４月21日 資格取得の意義 各種検定試験の位置づけと資格取得
４ ４月28日 就職の意味とインターンシップの意義 就職活動への心構え・インターンシップ
５ ５月12日 レポートの書き方，論文の書き方 授業で求められるレポート・論文
６ ５月19日 コミュニケーションとマナー 学園マナーとクールビズ
７ ５月26日 はがきの書き方 出身高校の先生への近況報告
８ ６月２日 読書のすすめ 読書を自己実現の伴侶とする
９ ６月９日 防犯教育 犯罪から身を守る知恵
10 ６月16日 ゼミナールとは何か 各ゼミの内容紹介とプレゼンテーション
11 ６月23日 社会で生きるための法律 弁護士による講演（法令順守と防犯意識）
12 ６月30日 チーム内でのプレゼンテーション キャリア開発学科に入学して学んだこと
13 ７月７日 広く世界に目を向けて 海外研修ガイダンス

























































































































































































































































































































































































（+4） とても役に立った 115 
役に立った 37 ・学校がない 2 月にもしてほしい ・入学前の準備や、必要なことが分かったので
良かったです（+4） あまり役に立たなかった 0 ・実際の大学での時間の流れと同じだったか
ら、その感覚を体験できた ほとんど役に立たなかった 0 ・入学前の 3 ヵ月有効に利用しようと思っ
た！！（+2） （未回答） 0 ・課題をうまくやる説明は 12 月が一番いいと



























入学後の不安がなくなった 21 ・予定が合う日だったため ・色々な地域から来ている人と話すことができ














































































・第 1 回目は適当だと思ったから とりあえず参加することができた 59 ・「プレカレッジ」を通じてグループ学習をす
る事ができた。とてもいい機会をもらった・ディスカッションをすることができました！ あまりなじむことができなかった 2















ても良かったし、準備に役立ちそう ・2 回することで確認できるし、安心だから 































とても役に立った  301 ・楽しかったし、グループの人と仲良くなれた
ので良かったです（+2） 役に立った  65 ・卒業して平日の予定が空いたから
あまり役に立たなかった 0 ・大学のことを考える時だったから ・楽しかったし、友達もできました（+1）
ほとんど役に立たなかった 0 ・短期大学に行くとはっきり自覚できた ・とても分かりやすく、とても楽しかったです










高校と大学の違いがわかった 120 ・入学前に一度集まれたから ・中村のことを知る機会になったのでよかった
（+1） 入学後のスケジュールがわかった 82 ・入学前にいろいろなことについて知れたから




どんな教科があるのかわかった 72 ・おもしろかった 
友達ができた  26 ・入学前にスーツの着こなしなどがわかったか
ら 
・グループ学習たのしかったです。入学後が楽
しみです キャリア開発学科の雰囲気がわかった 49 
入学後が楽しみになった 34 ・入学前に履修の仕方がわかった！ ・グループでの話しあいたのしかったしスーツ
のえらび方も分かったので良かった 入学後のやる気がでた 19 ・入学までの準備期間が充分にとれるから
通学経路・時間が確認できた 16 ・入学まで不安だから ・グループの子とたくさん話せて良かった




教職員の顔を覚えることができた 6 ・入ってくる人たちの顔を見れたから ・スーツのえらび方がよく分かりました
入学後の不安がなくなった 4 ・春休みに入ってすぐだったから ・スーツのえらび方とか知れたし、友だちも作





適当であった 651   ・分かりやすかった ・スーツのことや、単位のことが分かって良か
ったし、グループ活動が楽しかった 改善が必要である   4 







よかったです。宿泊研修たのしみです！  ・もう少し早めの方がスーツを買う余裕がある  
・卒業後だったから（+11） ・まだ知らない人ばかりなので回数を増やす ・少し仲良くなれた 






・入学前でちょうどよかった（+5） あまりわからなかった 0 ・前回よりもたのしく参加することができた
・卒業後で何も予定がなかった（+4） ほとんどわからなかった 0 ・第 1 回よりかは皆と話すことができた
・丁度良い時期と思ったから（+4） （未回答） 0 ・大学の忙しさや自主性の大切さを感じた







・よくわかった 90 ・たのしかった。協力ができた 
・あまりわからなかった 11 ・楽しかった。みんなで話していたらたくさん
意見出た ・友だちができた（+1） ・ほとんどわからなかった 0
・平日なので、きやすかった（+1） （未回答） 2 ・楽しく色々なことを知れて良かったです





























































 ・友達ができて良かった（+5） ・少し不安がある 













































































































入学時の不不安が解消された 47 いろいろと参考になった 78 とても興味を持った。できれば参加し
たいと思った 116他に意識や行動に変化が表れた 2 TPO に合わせたファッションやメイク
について考えるようになった 72ほとんどなかった 2 他に意識や行動に変化が表れた 11
（未回答） 2 他に意識や行動に変化が表れた 7 ほとんどなかった 8
  ほとんどためにならなかった 1 （未回答） 3
Q2．図書館利用の仕方（図書館ツアー）は、
どんな効果がありましたか 








ほとんどなかった 37 はがきを書く訓練になった 109 積極的に参加できた 110
他に意識や行動に変化が表れた 33 高校の恩師と交流を持つことができた 28 いろいろと学ぶものがあった 23
（未回答） 0 ほとんどためにならなかった 6 ほとんどなかった 5
  他に意識や行動に変化が表れた 5 他に意識や行動に変化が表れた 2
Q3．キャリア開発学科で何を学ぶかの授業は、
どんな効果がありましたか 











付いてきた 75他に意識や行動に変化が表れた 14 
ほとんどなかった 4 ほとんどなかった 27 （少しは） 34
（未回答） 0 他に意識や行動に変化が表れた 13 （ある程度） 28











他に意識や行動に変化が表れた 15 いろいろと参考になった 123 他に意識や行動に変化が表れた 5
ほとんどなかった 5 他に意識や行動に変化が表れた 15 ほとんどなかった 3
（未回答） 0 ほとんどなかった 2 （未回答） 2








ゼミを決めるときの参考になった 129 多少はためになった 25
他に意識や行動に変化が表れた 19 他に意識や行動に変化が表れた 7 この授業へ取り入れて欲しかったこと
や、改善すべきと思ったことなどがあ
る 
4ほとんどなかった 6 ほとんどなかった 0
（未回答） 1 （未回答） 2








いろいろと参考になった 124  
他に意識や行動に変化が表れた 76 他に意識や行動に変化が表れた 6  
ためになると思ったが、具体的行動と
は結びついていない 51 
ほとんどなかった 4  
（未回答） 3  
ほとんどなかった 5   



































　ID の最も基本的なモデルは ADDIE モデルと呼ばれ




















　 初 年 次 教 育 の 教 材 と し て，「 キ ャ リ ア デ ザ イ ン






























Revise as needed 出典：稲垣・鈴木（2011）
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わゆる大学のユニバーサル化の状態であるのが現在であ
る。各大学・短期大学では多様な学生に対応する必要性
に迫られ，質的転換をすべく種々の模索をしていると
ころである。中央教育審議会の平成23年の答申⑺による
キャリア教育，平成24年の答申⑻によるアクティブラー
ニングはその方向性によるものであると考えてよい。短
期大学の場合は高校生の短期大学離れ現象もあり，さら
に厳しい状況にある。短期大学と大学との差別化，短期
大学と専門学校との差別化といった，大学とはまた異
なった視点からの教育の質的転換が求められている。
　アクティブラーニングとは学生の能動的学修を指す
が，その具体的内容については，捉え方がまちまちでま
だ漠然としているようである。溝上（2007）は，アク
ティブラーニングを「学生の自らの思考を促す能動的な
学習」として広義に定義しており，講義型授業や演習型
授業の中で，担当者がアクティブラーニングと意識しな
いままで，すでにアクティブラーニングを実践している
事例が数多くあることを指摘している。河合塾（2011）
は，アクティブラーニングを，知識の定着を目的とした
「一般的アクティブラーニング」と知識を活用し課題解
決を目的とした「高次のアクティブラーニング」に分類
している。中教審の答申⑼では，平成24年度の答申でア
クティブラーニングを「教員による一方向的な講義形式
の教育とは異なり，学修者の能動的な学修への参加を取
り入れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修
することによって，認知的，倫理的，社会的能力，教
養，知識，経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見
学習，問題解決学習，体験学習，調査学習等が含まれる
が，教室内でのグループ・ディスカッション，ディベー
ト，グループ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニン
グの方法である。」と定義している。アクティブラーニ
ングの手法としては，小テスト，クリッカー，ミニッツ
ペーパー，グループワーク，プレゼンテーション，PBL
（Project Based Learning），ものづくり，実験，フィー
ルドワークなど様々なものが挙げられる。
　本学科の導入教育で取り入れているアクティブラーニ
ングは以下の通りである。本年度（平成26年度）は高
校生によるグループワークとして，第１回プレカレッジ
で「大学と高校の違いを考えよう」，第２回プレカレッ
ジで「宿泊研修を企画しよう」を取り入れた。６人で１
グループを構成しているが，昨年度よりも時間帯を増や
しており，さらに在学生をアドバイザー役としてほぼ各
グループに配置した。在学生がいることは，高校生には
かなりやりやすくなったのではないかと思われる。アド
バイザー役の在学生は，自分からグループ内に入ってい
くタイプの者と，高校生からの質問があったときなどに
対応する待ち受けのタイプの者がいたが，在学生にとっ
てもこれはよい学修機会となっているようである。
　大学基礎演習番外編の宿泊研修でも，本年度は在学生
数名をリーダー役として同行させた。宿泊研修でのクラ
ス対抗での，ドッチビーや大綱引きのスポーツ大会，学
園祖の生涯を紹介したビデオ鑑賞後のクイズ大会，学園
歌合戦，さらには宿泊部屋での学生同士の交流は学生の
能動性を刺激している。大学基礎演習では，毎回レポー
トを課し翌週に回収して採点した結果を返却している。
レポートの内容は，講義の要旨，考察（気づき，感想，
質問など），本字のテーマに関連して調べたことで，こ
れらを A4判の用紙１枚にまとめるものである。これの
一番の目的は，授業内容を聴き取る力，まとめあげる
力，メモを取る力，ノートを作成する力を養うものであ
る。大学基礎演習での「はがきの書き方」では，出身高
校の教員宛に近況を報告するはがきを書かせている。プ
レカレッジや大学基礎演習でのスクラップ帳の作成の指
導，大学基礎演習での月一冊の読書の奨励を進めてい
る。
　また，プレカレッジおよび大学基礎演習も含めて本学
科全体でマナー教育には力を入れている。マナー・習慣
は日頃から身体で覚えなければ身につかないという考え
による。週１回のスーツの日，授業開始時と終了時での
挨拶などを実践している。これは「形は心の現れ」とい
う本学の建学の精神にも基づくものである。いずれも河
合塾（2011）のいう一般的アクティブラーニングに相
当するものといえるだろう。
　第１回プレカレッジのアクティブラーニングに関係す
る部分のアンケート結果では，設問「Q8：チーム学習
について」では，「積極的に参加することができた」が
89名（59％）で，次いで「とりあえず参加することが
できた」が59名（39％）であった。第２回プレカレッ
ジのアクティブラーニングに関係する部分のアンケート
結果では，設問「Q9：宿泊研修を企画しよう（グルー
プ学習）について」では，「積極的に参加することがで
きた」が84名（53％）で，次いで「とりあえず参加す
ることができた」が73名（46％）であった。また，大
学基礎演習のアンケート結果において，Q3や Q9では学
生は「なるほどと思って聴いたが，勉学態度に変化はと
くになかった」への回答が多かった。これは学生がその
⑺ 　中央教育審議会（2011）「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（答申）
⑻ 　中央教育審議会（2012）「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて ～生涯学び続け，主体的に考える力を育成する
大学へ～」（答申）
⑼ 　同上
　　本学科の初年次教育プログラムの改定　－１年目の実践報告－　　
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意義については頭では理解したが，それが能動的な結果
としてはあまり表れていないという結果を表している。
これは，受動的，座学的な学修の限界を示しているとも
いえる。学生には先に行動や実践をさせながら，体験や
感覚とともにその意義を学修させる方法を随所で取り入
れていくことへの転換の必要性をデータとしても示して
いる。ここにアクティブラーニングを意識的に取り入れ
ることの意義がある。マナー教育は，この方向での学修
を初めから目指したものといえる。今後，初年次教育だ
けに限らず，それぞれの科目内で一般的アクティブラー
ニングあるいは高次のアクティブラーニングを何らかの
形で取り入れていくべきであろう。
　プレカレッジでの90分という受講時間は，座学だけ
では高校生にとって集中力を欠いてくるようである。そ
の意味でもアクティブラーニングを取り入れ，それをメ
インにすることには意義がある。ただ，「プレカレッジ」
や「大学基礎演習」ではやりたい内容が多く，今の時間
数ではどうしても不足を感じてくる。それを補うため
に，導入教育用の科目をさらに新設することも，今後の
検討課題の一つである。入学前の集中講座，さらに「大
学基礎演習」で現に番外編となっている宿泊研修や図書
館ツアーなどともまとめて，アクティブラーニングをメ
インにしながら単位認定できる時間数を確保するもので
ある。場合によっては，高大接続教育研究会などを通じ
た高校教員との連携による高校教員の意向を取り入れる
ことも検討していくべきであろう。
６．おわりに
　本稿では，「初年次教育（Ｈ26）」を振り返りながら，
次年度に向けての課題を整理した。本学科の初年次教育
は大きな枠組み「プレカレッジ」と「大学基礎演習」，
そしてそのなかで育成すべき３スキル（スタディ・スキ
ル，スチューデント・スキル，基礎学力），その育成の
基礎的資料となるプレイスメントテスト，基礎学力育成
の入学前準備講座やフォローアップ講座で構成されてい
る。学生はこの初年次教育期間に，通常の教育課程の授
業に参加し，サポート講座（秘書技能検定２級講座）を
こなし，サークルや学外活動にも参加している。そのよ
うな学生の状況を考えると，初年次教育がいささか「詰
め込み過ぎ」の感がないわけではない。
　学生の中には，多くの授業や課題を軽々と飛び越える
者もいれば，飛び越えるには多くの労力や支援が必要な
学生もいる。学生の全体的レベルアップは重要だが，同
時に，学生ひとりひとりの能力や状況に目配りすること
がさらに必要であろう。「学生志向」を貫く初年次教育
を実践していくことを肝に銘じなければならない。
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